
冬空の下で健脚を競う

世
界
の
歌
姫
、中
丸
三
千
繪
さ
ん
が

イ
ル
・
ブ
リ
ラ
ン
テ
で
熱
唱

　

12
月
17
日
、
明
野
公
民
館
大
ホ
ー
ル
『
イ
ル
・
ブ
リ
ラ
ン
テ
』
で
、
旧
下
館
市
出
身
の
オ
ペ
ラ
歌
手
・
中な

か

丸ま
る

三み

千ち

繪え

さ
ん
（
市
民
栄
誉
賞
・
県
民
栄
誉
賞
受
賞
者
）
の
ク
リ
ス
マ
ス
・
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
中

丸
さ
ん
は
平
成
２
年
、
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル
の
最
高
峰
で
あ
る
イ
タ
リ
ア
国
営
放
送
主
催
『
マ
リ
ア
・
カ
ラ
ス
国
際

声
楽
コ
ン
ク
ー
ル
』
に
お
い
て
、
外
国
人
と
し
て
初
め
て
優
勝
。
以
来
、
世
界
中
の
舞
台
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。 

　

ま
た
、
こ
の
日
の
会
場
の
イ
ル
・
ブ
リ
ラ
ン
テ
（IL B

R
ILLA

N
T
E

）
と
い
う
愛
称
は
、
中
丸
さ
ん
の
ア
ド

バ
イ
ス
で
名
付
け
ら
れ
た
も
の
で
、
イ
タ
リ
ア
語
で
、
明
る
い
・
輝
く
・
き
ら
め
く
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
人
目
を

引
く
な
ど
の
意
。平
成
４
年
以
来
２
度
目
と
な
る
同
会
場
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
、満
員
の
観
客
が
酔
い
し
れ
ま
し
た
。

　12月11日、上
かみ

平
ひら

塚
つか

の下館運動場周辺道路に
設けた特設コースで、『第１回ちくせいマラソン』
を開催しました。小学生や中学生、高校生、一
般など、21 種目に2,546 人が参加。家族や友人
などの熱い声援を受けながら、ゴールを目指して
元気いっぱいに駆け抜けました。

■第１回ちくせいマラソン



　　　

筑
西
市
の
人
口
は
全
国
で
２
０
５

位
、
面
積
は
２
７
４
位
と
、
い
ず
れ

も
全
国
の
市
に
よ
る
順
位
の
平
均
を

上
回
っ
て
い
ま
す
。
人
口
密
度
は
や

や
落
ち
ま
す
が
、
ほ
ぼ
平
均
的
な
位

置
と
い
え
る
３
６
０
位
。
こ
の
よ
う

な
筑
西
市
が
、
様
々
な
指
標
に
よ
り
、

ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る

の
か
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

産
業
の
中
で
最
も
注
目
さ
れ
る
の

は
農
業
産
出
額
。
農
業
算
出
額
と

は
、
個
々
の
農
産
物
の
生
産
数
量

に
、
実
際
の
価
格
を
乗
じ
た
金
額
を

合
計
し
た
も
の
で
す
。
茨
城
県
に
お

け
る
算
出
額
は
４
，１
９
４
億
円
で
、

１
０
，５
７
９
億
円
の
北
海
道
、
４
，

３
１
９
億
円
の
千
葉
県
に
続
い
て
、
全

国
で
第
３
位
。
私
た
ち
の
住
む
筑
西

市
は
そ
の
茨
城
県
の
な
か
で
も
、
坂

東
市
に
次
ぐ
第
２
位
の
産
出
額
を
誇

る
、
全
国
有
数
の
農
業
都
市
で
す
。

　

豊
か
な
大
地
や
水
な
ど
の
環
境
に

恵
ま
れ
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
中
心
と
す
る

米
や
、
梨
、
紅
こ
だ
ま
す
い
か
、
い

ち
ご
、
ト
マ
ト
、
き
ゅ
う
り
、
常
陸
秋

そ
ば
な
ど
の
生
産
が
盛
ん
で
、
産
出

額
は
２
４
２
．５
億
円
。
全
国
７
４
０

市
の
中
で
18
位
と
い
う
上
位
に
位
置

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　　

筑
西
市
は
農
業
以
外
で
も
、
商
業

に
つ
い
て
の
指
標
で
あ
る
小
売
事
業

所
数
と
小
売
年
間
販
売
額
が
、
そ
れ

ぞ
れ
１
８
９
位
と
２
３
０
位
。
工
業

の
状
況
を
あ
ら
わ
す
製
造
品
出
荷
額

が
１
３
２
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
商
店
や
営
業
所
、
銀
行
、
工

場
な
ど
の
数
を
合
計
し
た
事
業
所

数
が
１
８
４
位
、
そ
の
事
業
所
で
働

く
人
の
数
を
合
計
し
た
従
業
者
数
も

２
０
１
位
と
上
位
に
位
置
し
て
お
り
、

農
業
・
商
業
・
工
業
の
産
業
全
体
が
発

展
し
た
ま
ち
と
い
え
ま
す
。

　　

市
内
で
国
道
50
号
と
２
９
４
号
が

交
差
し
、
下
館
駅
を
中
心
に
Ｊ
Ｒ
水

戸
線
、
真
岡
鐵
道
、
関
東
鉄
道
常
総

線
と
い
う
３
本
の
鉄
道
が
走
る
筑
西

市
は
、
茨
城
県
内
に
お
け
る
交
通
の

　

平
成
の
大
合
併
が
進
む
日
本
。
次
々
と

新
市
が
誕
生
し
、
全
国
の
『
市
』
の
数
は

７
４
０
に
な
り
ま
し
た
（
平
成
17
年
５
月
30

日
現
在
・
東
京
23
区
を
除
く
）。

　

私
た
ち
の
住
む
筑
西
市
は
、全
国
の『
市
』

の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
位
置
に
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
東
洋
経
済
新
報
社
が
発
刊
し
た

『
都
市
デ
ー
タ
パ
ッ
ク　

２
０
０
５
年
版
』
の

中
か
ら
、
現
在
の
筑
西
市
の
お
か
れ
た
位

置
を
検
証
し
て
み
ま
し
た
。

私
た
ち
の
筑
西
市
は
、
こ
ん
な
都ま

市ち

全
国
で
18
位
の

　
　
　

農
業
算
出
額

商
業
・
工
業
も
発
展

　

盛
ん
な
産
業
の
ま
ち　

１
世
帯
あ
た
り
の

乗
用
車
保
有
数
は
12 
位　

２



データ出典：『都市データパック 2005 年版』東洋経済新報社

データ 順位
 面積 205.35 ｋ㎡     274 位
 人口密度 564 人／ｋ㎡ 360 位
 人口 115,830 人 205 位
 農業算出額 242.5 億円 18 位
 製造品出荷額等 4,469 億円 132 位
 小売事業所数 1,251 事業所 189 位
 小売年間販売額 1,031 億円 230 位
 事業所数 5,962 事業所 184 位
 従業者数 50,881 人 201 位
 乗用車保有台数 1.90 台／世帯 12 位
 公共下水道普及率 19.7 ％ 612 位
 都市公園面積 7.24 ㎡／人 421 位
 ごみ排出量 808 ｇ／日人 67 位
 持ち家世帯比率 79.6 ％ 143 位
 延べ床面積 118.3 ㎡／世帯 194 位
 新設住宅着工戸数 596 戸 326 位
 病院・一般診療所数 82 所 211 位
 医師数 138 人 289 位

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い

２
０
０
６
年
の
新
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
、
筑
西
市
の
誕
生
に
際

し
ま
し
て
は
、
多
く
の
皆
様
方
の
深

い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た

こ
と
、
改
め
ま
し
て
衷
心
よ
り
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
筑
西
市
が
誕
生
し
て
９
か

月
余
り
が
経
過
し
、
様
々
な
組
織
体

制
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
緒
に
就
い
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
市
で
は
、現
在
、

旧
４
市
町
か
ら
継
承
さ
れ
ま
し
た
事

務
事
業
な
ど
を
中
心
に
施
策
を
展
開

し
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
、 『
筑
西
市

総
合
計
画
』
の
策
定
を
進
め
、
市
民

の
皆
様
と
議
論
を
積
み
重
ね
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
の
筑
西
市
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
分

か
り
や
す
く
お
示
し
で
き
る
よ
う
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
２
年
目
と
な
る
今
年
は
、

様
々
な
こ
と
が
具
体
的
に
動
き
出
す

年
に
し
て
い
き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

そ
の
ひ
と
つ
は
、
世
界
の
ト
ッ
プ
レ
ベル

の
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
を
有
す
る
企
業
の

誘
致
で
あ
り
、
高
等
教
育
機
関
（
大

学
）
の
誘
致
活
動
の
推
進
な
ど
で
あ

り
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
地
域

の
産
業
・
経
済
の
活
性
化
は
も
と
よ

り
、
人
・
物
・
知
識
が
流
動
し
、
地

域
に
新
し
い
産
業
や
文
化
が
芽
吹
き
、

新
し
い
都
市
（
ま
ち
）
づ
く
り
に
大

き
く
貢
献
で
き
る
も
の
と
期
待
し
て

い
ま
す
。

　

筑
西
市
は
、
ま
だ
ま
だ
克
服
す
べ

き
幾
多
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と

も
事
実
で
す
が
、
今
後
と
も
、
市
民

の
一
体
感
の
醸
成
を
強
く
意
識
し
な

が
ら
、
様
々
な
課
題
を
一つ
ひ
と
つ
確

実
に
克
服
で
き
る
よ
う
、
一
生
懸
命

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
や
先
達
の
貴
重
な

知
恵
と
伝
統
、
誇
る
べ
き
文
化
的
財

産
や
自
然
遺
産
を
受
け
継
ぎ
、『
環

境
と
心
と
福
祉
を
大
切
に
し
た
生
活

先
進
都
市
』
の
建
設
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
方
の
、
な
お
一
層
の
ご

理
解
、
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

要
衝
の
ひ
と
つ
。
全
国
順
位
で
農

業
算
出
額
と
と
も
に
目
立
つ
の
が
、

交
通
に
つ
い
て
の
指
標
で
あ
る
乗

用
車
保
有
台
数
で
、
１
世
帯
あ
た

り
１
．９
０
台
の
保
有
台
数
は
、
全

国
で
12
位
と
な
っ
て
ま
す
。

　

茨
城
県
の
県
西
地
域
と
栃
木

県
南
部
に
は
、
こ
の
指
標
で
高
位

置
に
つ
け
る
市
が
多
く
、
坂
東
市

が
全
国
１
位
、
水
海
道
市
が
５
位
、

真
岡
市
が
筑
西
市
と
同
順
位
の

12
位
。
保
有
台
数
の
順
位
が
高
い

の
は
、
自
動
車
の
購
買
力
が
あ
り
、

通
勤
や
買
い
物
に
自
動
車
を
使
う

人
が
多
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

生
活
関
連
の
指
標
で
は
、
ま
ず
医

療
分
野
の
病
院
・一
般
診
療
所
数
が
全

国
２
１
１
位
、
医
師
数
が
２
８
９
位
。

住
宅
分
野
で
は
、
持
ち
家
世
帯
比
率

が
１
４
３
位
、
１
世
帯
あ
た
り
述
べ

床
面
積
が
１
９
４
位
と
、
い
ず
れ
も

上
位
。
公
共
下
水
道
普
及
率
や
１
人

あ
た
り
の
都
市
公
園
面
積
は
順
位
を

下
げ
ま
す
が
、
１
日
１
人
あ
た
り
の

ご
み
排
出
量
は
少
な
く
、
順
位
も
67

位
。
リ
サ
イ
ク
ル
に
対
す
る
、
市
民

の
熱
心
な
取
り
組
み
が
あ
ら
わ
れ
た

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

筑西市長  冨山 省三

環
境
と
心
と
福
祉
を
大
切
に
し
た

　
　
　

生
活
先
進
都
市
の
建
設
を
目
指
し
て

ご
み
排
出
量
の
少
な
さ
と

　

持
ち
家
世
帯
率
で
上
位

３ 筑西市はこんな都市



　

11
月
12
日
に
講
道
館
大
道
場
（
東
京
）
で
第
54
回
全
国
青
年
大
会
の

柔
道
競
技
が
行
わ
れ
、
茨
城
県
代
表
の
筑
西
市
が
決
勝
で
東
京
都
代
表

の
目
黒
区
を
破
っ
て
優
勝
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
地
域
で
柔
道
に
励
ん
で

い
る
35
歳
ま
で
の
青
年
の
大
会
で
、
団
体
戦
は
連
続
出
場
チ
ー
ム
の
過

半
数
を
初
出
場
選
手
に
制
限
し
て
い
る
の
が
大
き
な
特
徴
。
国
体
や
国

▲ 　大吉友
ともかず

和選手　北條一雄選手　中野智
とも

樹
き

選手　鉄
てっぽうつか

炮塚昌
まさのり

範選手

杉山和
かつし

史選手  藤倉友
ともかつ

勝選手 土屋誠監督  鉄炮塚善
よしくに

邦選手 北條浩
ひろあき

亮選手

際
大
会
な
ど
に
出
場
し

た
選
手
は
参
加
で
き
ま

せ
ん
。
土
屋
誠
監
督
は

「
昨
年
は
３
位
で
し
た
。

筑
西
市
と
な
っ
た
今
年

は
、
関
城
と
下
館
の
選

手
構
成
と
な
り
、
練
習

も
両
道
場
で
週
４
回

（
昨
年
は
３
回
）、
仕
事

の
傍
ら
練
習
に
励
み
ま

し
た
。
初
出
場
の
選
手

も
よ
く
頑
張
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
合
併
に
よ
り

選
手
の
幅
が
広
が
っ
た

こ
と
と
、
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
の
勝
利
で
す
」
と
選

手
と
一
緒
に
喜
び
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

第
54
回
全
国
青
年
大
会
（
柔
道
・
団
体
）

筑
西
市
選
抜
チ
ー
ム
が
優
勝

鳥羽小学校児童が盲導犬体験
視覚障害者への思いやりを育む

市民劇団『明野ミュージカル』が公演
イル・ブリランテをブロードウェイに

　11月22日、鳥羽小学校で、盲導犬体
験学習を開催しました。これは、明野ライオ
ンズクラブが企画し、明野地域の小学校で
毎年実施しているもの。全校児童 147 人が
財団法人栃木盲導犬センター（宇都宮市）
の指導員から講義を受けた後、４年生以上
の30 人が、アイマスクをして盲導犬と歩く体
験をしました。明野ライオンズクラブでは、平
成 12 年に盲導犬育成のための募金箱を設
置し、同センターに寄附を続けています。

　12月11日、明野公民館イル・ブリランテで、
劇団『明野ミュージカル』（代表＝長

なが

瀬
せ

伸
しん

太
た

郎
ろう

さん・柳
やなぎ

）の旗揚げ公演『ハウ・トウ・サクシー
ド～努力しないで出世する方法』が行われ
ました。同劇団は、旧明野町の助成を受け
て平成 12 年から行われていた『町民ミュー
ジカル』の参加者などにより、今年５月に発
足。当日は、市内在住・在勤者などを中心
とする出演者 20 人とスタッフ18 人が作り上
げた舞台が、大勢の観客を魅了しました。

４まちの話題



人 ひと

わが家のアイドル／ひと５

平成17年３月生まれのお
子さんの写真を募集して
います。写真裏面に、お
子さんの氏名・生年月日・
性別、保護者の氏名・郵
便番号・住所・電話番号
を明記し、１月 31日 ( 火）
までに市広報広聴課へ。
応募多数の場合は抽選。

黒沢 知良瑠ちゃん
1月11日生（掉ケ島）

江田 蓮弥くん
1月11日生（五所宮）

松本 彩希ちゃん
1 月 7日生（羽方）

中澤 朋香ちゃん
1 月 6日生（岡芹）

瀬戸井 彩乃ちゃん
1 月 6日生（藤ケ谷）

小島 彩歌ちゃん
1 月 6日生（川澄）

中野 真理ちゃん
1月5日生（嘉家佐和）

「
平
成
13
年
、
韓
国
の
ソ
ウ
ル
で

開
催
さ
れ
た
技
能
五
輪
国
際
大
会

に
『
自
動
車
工
』
種
目
の
日
本
代

表
と
し
て
出
場
し
た
時
、
開
発
途

上
国
の
選
手
が
持
つ
使
い
古
し
た

工
具
を
見
て
、
彼
ら
の
お
か
れ
た

境
遇
と
私
た
ち
と
の
距
離
を
実
感
。

途
上
国
の
た
め
に
自
分
に
で
き
る

こ
と
は
な
い
か
と
考
え
、
協
力
隊

に
応
募
し
ま
し
た
」
と
語
る
の
は
、

勤
め
て
い
た
自
動
車
メ
ー
カ
ー
を

休
職
し
、
独
立
行
政
法
人
国
際
協

力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
青
年
海

外
協
力
隊
員
と
し
て
、
11
月
に
ア

フ
リ
カ
の
セ
ネ
ガ
ル
に
旅
立
っ
た

雨
谷
修
平
さ
ん
（
26
歳
）。
平
成

19
年
11
月
ま
で
２
年
間
の
派
遣
予

定
で
、
現
地
で
は
職
業
訓
練
セ
ン

タ
ー
に
配
属
と
な
り
、
自
動
車
整

備
の
実
技
指
導
や
セ
ン
タ
ー
運
営

に
携
わ
り
ま
す
。「
習
慣
や
言
葉

が
違
っ
て
も
、
不
安
は
全
く
あ
り

ま
せ
ん
。
少
し
で
も
現
地
の
人
た

ち
の
力
に
な
り
た
い
で
す
ね
」。　雨

あま

谷
がい

　修
しゅう

平
へい

さん（市
いち

野
の

辺
べ

）　

青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し
て
セ
ネ
ガ
ル
へ

「
少
し
で
も
開
発
途
上
国
の
力
に
な
り
た
い
」

市村 吏生くん
1月15日生（みどり町）

田崎 智花ちゃん
1月14日生（下川島）

皆川 陽奈子ちゃん
1 月 13日生（蓮沼）

加河 寿規くん
1 月 13日生（樋口）

大吉 勇翔くん
1 月 13日生（竹垣）

水柿 心良ちゃん
1月12日生（二木成）

新妻 央翔くん
1 月 11日生（小川）

北澤 奏太くん
1 月 22日生（外塚）

渡辺 千尋ちゃん
1 月 21日生（小塙）

萩原 綾望ちゃん
1 月 20日生（幸町）

佐々木 優真くん
1 月 20日生（布川）

木城 脩人くん
1月18日生（谷永島）

中島 歌虹ちゃん
1月17日生（本城町）

渡邉 愛雪ちゃん
1 月 15日生（布川）

會澤 孝仁くん
1 月 29日生（小栗）

直井 遥都くん
1月25日生（下平塚）

１歳のお誕生おめでとう



各
世
帯
を
『
声
掛
け
訪
問
』

■
子
育
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業

　

都
市
化
に
よ
る
核
家
族
の
増
加
（
日
本
の
全

世
帯
の
約
６
割
が
核
家
族
）
や
、
地
域
社
会
の

崩
壊
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
、
住
居
の

個
室
化
な
ど
が
進
む
現
代
。
私
た
ち
の
生
活
は
、

ま
す
ま
す
『
個
別
化
』
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
生
活
は
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

が
守
ら
れ
快
適
で
便
利
な
反
面
、
子
育
て
中
の

お
母
さ
ん
な
ど
に
と
っ
て
は
、
１
人
で
子
育
て

の
責
任
を
負
わ
さ
れ
る
の
に
等
し
く
、
そ
の
負

担
感
や
拘
束
感
の
増
大
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

自
身
が
少
子
化
時
代
に
育
っ
て
い
る
母
親
は
、

子
育
て
を
イ
メ
ー
ジ
の
世
界
で
し
か
知
ら
な
い

こ
と
が
多
く
、『
自
分
の
子
ど
も
は
か
わ
い
い
』

『
子
ど
も
は
生
き
が
い
で
あ
る
』
と
思
っ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
育
児
方
法
に
つ
い
て
の

不
安
や
戸
惑
い
、
仕
事
と
子
育
て
の
間
で
の
葛

藤
に
苦
し
ん
で
い
る
の
で
す
。

　

そ
れ
で
も
、
身
近
に
相
談
相
手
が
い
た
り
、

手
助
け
を
し
て
く
れ
る
人
が
い
る
場
合
は
、
子

ど
も
に
対
す
る
愛
着
や
自
信
が
順
調
に
育
っ
て

い
っ
て
く
れ
ま
す
。
し
か
し
、
地
域
の
変
容
な

ど
に
よ
り
孤
立
化
し
て
い
る
の
が
現
状
。 

そ
う

い
う
と
き
に
支
援
す
る
の
が
、『
子
育
て
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
』
な
の
で
す
。

　

子
育
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
活
動
は
、大
き
く『
声

か
け
訪
問
』
と
『
事
業
へ
の
協
力
』
の
２
つ
に
分

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
ず
、『
声
か
け
訪
問
』
で
は
、
関
城
地
域
の

赤
ち
ゃ
ん
が
い
る
世
帯
を
、
子
育
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

が
直
接
訪
問
し
ま
す
。
第
１
回
目
は
、
赤
ち
ゃ

ん
が
生
ま
れ
て
１
か
月
を
過
ぎ
た
頃
に
、
医
療

機
関
や
保
健
所
な
ど
の
所
在
地
や
連
絡
先
な
ど

を
記
し
た
『
お
誕
生
お
め
で
と
う
』
の
カ
ー
ド
と

『
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
の
お
知
ら
せ
』
を
持
って
訪
問
。

「
育
児
な
ど
で
心
配
事
や
悩
み
が
あ
っ
た
ら
、
ぜ

ひ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
」
と
声
を
か
け
て
き
ま

な
ぜ
今
、
子
育
て
支
援
な
の
か

子
育
て
の
悩
み
や
心
配
事
、
ぜ
ひ
相
談
し
て
く
だ
さ
い

　
『
子
育
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
』
は
、
関
城
保
健
セ
ン
タ
ー
が
主
体
と
な
る

育
児
支
援
家
庭
訪
問
事
業
の
な
か
で
、
育
児
に
お
け
る
ス
ト
レ
ス
を
軽

減
さ
せ
る
た
め
の
訪
問
援
助
や
、
育
児
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
な
る
の
は
、
助
産
師
な
ど
の
専

門
の
資
格
を
持
つ
人
や
子
育
て
を
経
験
し
た
こ
と
の
あ
る
人
な
ど
。
現

在
、
筑
西
市
の
関
城
地
域
で
は
、
34
人
の
『
子
育
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
』

が
声
か
け
訪
問
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

６



箱
はこ

守
もり

 まり子
こ

さん（関舘）

■このコーナーを担当したのは

▲

関
城
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
離
乳

食
教
室
で
、
子
ど
も
た
ち
に
絵
本
を
読
み

聞
か
せ
る
子
育
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
。

保
健
セ
ン
タ
ー
事
業
へ
の
協
力

す
。
カ
ー
ド
で
は
、
担
当
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
つ
い

て
も
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
母
さ
ん
も
安
心

し
て
話
を
聞
い
て
く
れ
ま
す
。

　

２
回
目
は
、『
９
・
10
か
月
健
診
の
お
知
ら
せ
』

と
歯
ブ
ラ
シ
を
持
っ
て
訪
問
。「
絵
本
は
読
ん
で
い

ま
す
か
」「
心
配
事
は
無
い
で
す
か
」
な
ど
と
声

を
か
け
て
き
ま
す
。

　

ま
た
３
月
に
は
、
次
年
度
の
母
子
保
健
事
業

が
記
載
さ
れ
て
い
る 

『
す
く
す
く
子
育
て
カ
レ
ン

ダ
ー
』
を
、
０
歳
児
か
ら
就
学
前
の
乳
幼
児
の

い
る
関
城
地
域
の
全
世
帯
に
配
布
し
て
歩
き
ま

す
。
ち
な
み
に
、
昨
年
対
象
と
な
っ
た
乳
幼
児
は

６
１
３
人
。
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
た
ち
は
訪
問
に
あ
た

り
、
訪
問
日
や
時
間
帯
な
ど
を
工
夫
し
て
、
で

き
る
だ
け
お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
に
直
接
あ
え
る

よ
う
に
努
力
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

子
育
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
も
う
ひ
と
つ
の
仕
事

は
、『
事
業
への
協
力
』。
こ
れ
は
、
主
に
関
城
保

健
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
る
健
診
時
に
、
兄
弟
姉
妹

連
れ
の
お
母
さ
ん
の
手
伝
い
や
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
な
ど
を
行
う
も
の
で
す
。

　

関
城
地
域
で
は
、
３・４
か
月
健
診
時
に
絵
本

の
セ
ッ
ト
を
配
布
し
、
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
が

自
分
た
ち
の
赤
ち
ゃ
ん
に
読
み
聞
か
せ
て
あ
げ
る

よ
う
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
市
立

明
野
図
書
館
な
ど
で
も
行
っ
て
い
る
『
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
』。
心
の
栄
養
で
あ
る
絵
本
を
赤
ち
ゃ
ん

の
時
か
ら
読
み
聞
か
せ
て
あ
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

人
の
声
に
耳
を
傾
け
る
気
持
ち
が
自
然
と
育
ち
、

『
親
と
子
』
に
お
け
る
『
人
と
人
』
と
し
て
の
信

頼
関
係
が
育
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
離
乳
食
教
室
で
お
母
さ
ん
た
ち
が
実

習
し
て
い
る
間
、
赤
ち
ゃ
ん
の
世
話
を
す
る
の
も

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
仕
事
の
ひ
と
つ
。
私
が
取
材
で

関
城
保
健
セ
ン
タ
ー
に
伺
っ
た
時
に
は
、
離
乳
食

教
室
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
た

ち
が
実
習
の
た
め
に
調
理
室
に
行
っ
て
し
ま
う
と
、

お
母
さ
ん
と
離
れ
た
不
安
や
環
境
の
違
い
か
ら
で

し
ょ
う
か
、
泣
き
出
す
赤
ち
ゃ
ん
の
姿

も
。
で
も
そ
こ
は
子
育
て
の
プ
ロ
で
あ

る
子
育
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
抱
い
た
り
、

あ
や
し
た
り
、
中
に
は
気
持
ち
よ
さ
そ

う
に
寝
て
し
ま
う
子
も
い
ま
し
た
。
あ

ど
け
な
い
寝
顔
に
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

顔
も
自
然
と
ほ
こ
ろ
ん
で
き
ま
す
。
あ

る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、「
こ
う
い
う
時
に
、

地
域
で
お
母
さ
ん
た
ち
を
手
助
け
す
る

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
喜
び
が
実
感
で
き
ま

す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
笑
顔
に
接

す
る
こ
と
が
で
き
て
、
私
も
、
幸
せ
な

気
分
を
分
け
て
も
ら
っ
た
１
日
で
し
た
。

　

次
世
代
を
担
う
こ
の
子
た
ち
の
明

る
い
未
来
の
た
め
、
最
も
大
切
な
の
は
、

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
が
心
身
と
も
に

健
康
で
あ
る
こ
と
で
す
。
も
し
１
人
で

悩
ん
で
い
る
の
で
し
た
ら
、
ぜ
ひ
、
子

育
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
相
談
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
き
っ
と
力
に
な
って
く
れ
る

は
ず
で
す
。

７



　

市
で
は
、
建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
、
物
品
・
役
務
な
ど
の
入
札
参

加
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。
申
請
を
し
て
い

な
い
人
（
業
者
）
と
の
契
約
は
行
い
ま
せ
ん

の
で
、
入
札
参
加
希
望
者
（
業
者
）
は
、
期

間
内
に
必
ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
平
成
18
年
２
月
１
日
（
水
）
〜
２

月
10
日
（
金
）
午
前
９
時
〜
11
時
30
分
・
午

後
１
時
〜
４
時
30
分　

※
土
曜
・
日
曜
日
を

除
く
。
郵
送
可
（
２
月
１
日
〜
２
月
10
日
当

日
消
印
有
効
）
▼
受
付
場
所
＝
市
役
所
２
階

研
修
室
Ｂ　

▼
要
項
・
市
指
定
申
請
書
様
式

＝
有
料　

※
た
だ
し
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http:w
w
w
.city.chikusei.lg.jp

）
か
ら
無

料
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

市
契
約
管
財
課
契
約
検
査
係　

内
線
３
５
２

　

茨
城
県
母
子
寡
婦
福
祉
会
で
は
、
ひ
と
り

親
家
庭
（
母
子
・
父
子
家
庭
）
の
お
子
さ
ん

で
、
平
成
18
年
度
に
小
学
校
に
入
学
さ
れ
る

お
子
さ
ん
に
入
学
祝
品
（
学
用
品
）
を
さ
し

あ
げ
ま
す
。

▼
申
し
込
み
＝
在
住
の
市
町
村
児
童
福
祉
担

当
課
（
筑
西
市
の
人
は
、
市
福
祉
事
務
所
こ

ど
も
家
庭
課　

内
線
２
２
３
）
へ
、
１
月
20

日
（
金
）
ま
で
に
住
所
・
保
護
者
名
・
お
子

さ
ん
の
氏
名
・
性
別
を
電
話
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

茨
城
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

　

TEL
　

０
２
９
　

２
２
１

７
５
０
５

▼
対
象
者
＝
次
に
該
当
す
る
20
歳
未
満
の
障

害
児
を
養
育
し
て
い
る
保
護
者

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
判
定
が
概
ね
１
〜
３

級
程
度
の
障
害
が
あ
る
児
童　

②
療
育
手
帳

の
判
定
が
Ⓐ
、
Ａ
・
Ｂ
程
度
の
知
的
障
害
で

あ
る
児
童
、
ま
た
は
同
程
度
の
精
神
障
害
が

あ
る
児
童　

③
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療

育
手
帳
の
交
付
は
受
け
て
い
な
い
が
、
障
害

者
等
級
表
に
該
当
す
る
障
害
が
あ
る
児
童

▼
た
だ
し
、
次
の
場
合
に
は
手
当
て
が
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

①
受
給
資
格
者
な
ど
の
前
年
の
所
得
が
一
定

以
上
の
と
き　

②
児
童
お
よ
び
父
、
母
な
ど

が
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
な
い
と
き　

③

児
童
が
障
害
に
よ
り
公
的
年
金
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
と
き　

④
児
童
が
児
童
福
祉
施

設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
と
き

▼
手
当
の
支
給
を
受
け
る
人
は
、
次
の
書
類

を
添
え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

①
認
定
請
求
書　

②
戸
籍
謄
本　

③
世
帯
全

員
の
住
民
票
の
写
し　

④
診
断
書
（
療
育
手

帳
ま
た
は
身
体
障
害
者
手
帳
の
写
し
で
診
断

書
に
か
え
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）　

⑤

保
護
者
の
郵
便
局
の
口
座　

⑥
印
鑑

■
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

　

市
障
害
福
祉
課　

内
線
２
２
５

　

各
支
所
福
祉
課　

　

建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
物
品
・
役
務
な
ど
の
入
札
参
加
申
請
を

受
け
付
け
ま
す
。
筑
西
広
域
市
町
村
圏
事
務

組
合
の
行
う
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
業
者

は
、
必
ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
▼
日
時
＝

２
月
１
日
（
水
）
〜
15
日
（
水
）（
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
）　

午
前
９
時
〜
11
時
30
分　

午
後
１
時
〜
４
時
30
分　

▼
申
請
書
類
＝
統

一
様
式
（
平
成
18
年
１
月
１
日
以
降
作
成
の

も
の
＝
各
種
証
明
書
を
含
む
）
に
て
申
請
。

■
問
い
合
わ
せ

　

筑
西
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合　

事
務
局

　

総
務
課
契
約
係　
　

TEL
　

22
　

７
９
７
９

　

U
RL　

http://w
w
w
.tikusei.or.jp

▼
日
時
＝
１
月
21
日
（
土
）
午
前
９
時
〜
正

午
（
雨
天
延
期
の
場
合
有
り
）　

▼
場
所
＝

市
役
所
本
庁
駐
車
場　

▼
回
収
品
目
＝
金
属

類
、
衣
類
、
び
ん
類
、
古
紙
類　

▼
回
収
で

き
な
い
も
の
＝
木
製
品
、
ガ
ラ
ス
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
品
、
テ
レ
ビ
、
洗
濯
機
、
冷
蔵
庫
、

冷
凍
庫
、
エ
ア
コ
ン
、
パ
ソ
コ
ン　

▼
受
付

票
、
詳
し
い
内
容
は
『
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
』

の
６
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ

　

生
活
環
境
課
ゴ
ミ
減
量
係　

内
線
２
４
９

小
学
校
新
入
学
児
童
に
入
学
祝
品

平
成
18
・
19
年
度
一
般
（
指
名
）

競
争
入
札
参
加
申
請
の
受
付

平
成
18
年
度
入
札
参
加
追
加
申
請

特
別
児
童
扶
養
手
当

　

敬
老
金
券
の
有
効
期
限
は
、
１
月
31
日

（
火
）
で
す
。
ま
だ
の
人
は
『
敬
老
金
券

取
扱
店
』に
て
早
め
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

高
齢
福
祉
課

　

在
宅
高
齢
係　

内
線
２
２
１

 

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
『
敬
老
金
券
』

資
源
ゴ
ミ
集
団
回
収（
下
館
地
区
）



９

　

市
二
木
成
８
２
３

２　
　

下
館
税
務
署

　

個
人
税
部
門　

TEL
　

25
　

２
９
８
１

▼
日
時
＝
１
月
22
日
（
日
）
午
後
２
時
〜

▼
場
所
＝
中
央
図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

▼
内
容
＝
絵
本
『
し
ゅ
く
だ
い
』『
ぐ
つ
の

ぼ
う
け
ん
』　

紙
芝
居
『
お
と
も
だ
ち
ど
こ
』

折
り
紙
あ
そ
び

■
問
い
合
わ
せ　

読
み
聞
か
せ
『
あ
す
な
ろ

の
会
』　　

中
金　

TEL
　

25
　

０
０
２
８

▼
日
時
＝
１
月
14
日
（
土
）
午
後
２
時
〜
３

時　

▼
場
所
＝
関
本
公
民
館　

▼
内
容
＝
絵

本
朗
読
『
く
れ
よ
ん
の
く
ろ
く
ん
』『
く
ま

の
コ
ー
ル
テ
ン
』　

紙
芝
居『
さ
る
か
に
が
っ

せ
ん
』『
と
し
が
み
さ
ま
と
お
も
ち
』

■
問
い
合
わ
せ　

　

関
本
公
民
館　

TEL
　

37
　

６
６
２
６

▼
日
時
＝
１
月
21
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分

〜
11
時
30
分　

▼
場
所
＝
協
和
公
民
館
和
室

▼
内
容
＝
絵
本
の
朗
読
や
紙
芝
居
、
歌
な
ど

楽
し
い
お
話
を
た
く
さ
ん
し
ま
す
。
絵
本
朗

読『
な
が
い
ひ
げ
の
え
ん
ち
ょ
う
せ
ん
せ
い
』

『
14
ひ
き
の
さ
む
い
ふ
ゆ
』　

■
問
い
合
わ
せ　

　

読
み
聞
か
せ
の
会
て
る
て
姫

　

飯
山　

TEL
　

57
　

６
７
８
２

　

利
用
を
希
望
す
る
人
は
、
次
の
い
ず
れ
か

の
講
習
会
を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
（
募
集
人
員
・
先
着
順
）
＝
①
２
月

７
日
・
14
日
・
21
日
・
28
日
の
各
火
曜
日　

午
前
11
時
〜
正
午
（
各
10
人
）　

②
２
月
３

日
・
10
日
・
17
日
・
24
日
の
各
金
曜
日　

午

後
８
時
〜
９
時
（
各
10
人
）　

③
２
月
５
日
・

19
日
の
各
日
曜
日　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時

30
分
（
各
10
人
）
▼
費
用
＝
３
０
０
円
（
当

日
徴
収
）　

▼
場
所
＝
下
館
総
合
体
育
館　

▼
必
要
品
＝
体
育
館
用
シ
ュ
ー
ズ
、
運
動
の

で
き
る
服
装
、
筆
記
用
具　

▼
申
し
込
み
＝

１
月
24
日
（
火
）
午
前
８
時
30
分
か
ら
電
話

で
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ　

▼
１
回
の
申
し

込
み
で
２
人
ま
で
受
け
付
け
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
下
館
総
合
体
育
館
内
）

　

TEL
　

28
　

５
０
４
０

　
▼
日
時
＝
１
月
27
日
（
金
）
午
後
６
時
30
分

（
時
間
厳
守
）　

▼
場
所
＝
市
立
下
館
総
合
体

育
館
研
修
室　

▼
内
容
＝
２
・
３
月
分
の
日

程
調
整
等　

▼
持
参
品
＝
筆
記
具
・
代
表
者

印
・
登
録
申
請
書　

■
問
い
合
わ
せ　

市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
下
館

　

総
合
体
育
館
内
）　

TEL
　

28
　

５
０
４
０

　　

大
町
通
り
だ
る
ま
市
に
と
も
な
う
歩
行
者

天
国
実
施
の
た
め
、
ふ
れ
あ
い
巡
回
バ
ス
の

路
線
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

▼
日
時
＝
１
月
９
日
（
祝
）
終
日　

▼
コ
ー

ス
＝
北
東
コ
ー
ス
（
竹
島
・
中
・
河
間
）　

＊
泉
町
・
大
町
一
丁
目
、
稲
荷
町
の
停
留
所
に

は
バ
ス
が
行
か
な
い
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

高
齢
福
祉
課　

内
線
２
１
８

　

申
告
相
談
会
場
が
、
下
館
駅
北
口
『
ス
ピ

カ
６
階
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
』
に
変
更
に

な
り
ま
す
。
▼
開
設
期
間
＝
２
月
１
日（
水
）

〜
３
月
31
日
（
金
）
午
前
９
時
〜
正
午
、
午

後
１
時
〜
４
時　
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

※
こ
の
期
間
、
下
館
税
務
署
及
び
筑
西
合
同

庁
舎
で
の
申
告
相
談
は
行
い
ま
せ
ん
。
ま

た
、
下
館
税
務
署
及
び
ス
ピ
カ
６
階
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
で
は
、
平
成
17
年
度
の
確
定

申
告
期
間
中
に
実
施
し
た
日
曜
日
の
確
定
申

告
の
相
談
・
申
告
書
の
受
付
は
、
平
成
18
年

は
行
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
申

告
書
の
提
出
の
み
の
人
は
、下
館
税
務
署
あ

て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　
〒
３
０
８

－

８
６
０
８　
　

筑
西

ふ
れ
あ
い
巡
回
バ
ス
の
路
線
変
更

　市公共下水道の排水施設を追加して供用開始するので、下水道
法（昭和33年法律第79号）第９条第１項後段の規定に基づき、次
のとおり縦覧に供します。 ▼縦覧場所：市役所下水道部下水道課

▼供用開始区域：黒子・井上・木戸・辻・藤ヶ谷の一部
■問い合わせ：市下水道部下水道事業課　内線４１９　

公共下水道の供用開始（追加）区域の
縦覧（黒子地区）

下
館
総
合
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
利
用
者
講
習
会

下
館
地
区
学
校
体
育
施
設
開
放
利

用
団
体
調
整
会
議

下
館
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

読
み
聞
か
せ
（
協
和
公
民
館
）

読
み
聞
か
せ
（
関
本
公
民
館
）

読
み
聞
か
せ
（
中
央
図
書
館
）



10

ま
す
。
▼
選
考
＝
書
類
選
考
、
選
考
結
果
に

つ
い
て
は
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

〒
３
０
８

０
０
３
１　

　

筑
西
市
丙
３
７
２　

市
男
女
共
同
参
画
課

　

TEL
　

23
　

１
６
０
０　

FAX
　

23
　

１
６
０
２

　

e-m
ail  danjo@

city.chikusei.lg.jp

　

 ▼
日
程
・
テ
ー
マ
＝
①
2
月
1
日
（
水
）
ふ

く
は
う
ち　

お
に
は
そ
と　

②
２
月
15
日

（
水
）
ダ
ン
ス
・
ダ
ン
ス
・
ダ
ン
ス　

③
２

月
22
日
（
水
）
に
こ
に
こ　

ひ
な
ま
つ
り　

▼
時
間
＝
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分　

▼

募
集
人
員
＝
先
着
各
30
組　

▼
費
用
＝
無
料

▼
申
し
込
み
＝
１
月
16
日
（
月
）
午
前
９
時

〜
電
話
ま
た
は
直
接
、
下
館
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
へ

＊
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
利
用
で
き
る
の

は
、
市
内
在
住
の
０
歳
〜
６
歳
ま
で
の
未
就

園
の
子
ど
も
と
保
護
者
で
す
。
初
め
て
利
用

さ
れ
る
方
は
、印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

下
館
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

TEL
　

25
　

３
１
４
１

　
『
子
育
て
は
楽
し
く
』
を
テ
ー
マ
に
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
２
月
８
日
（
水
）
受
付
・
午
前
９

時
30
分
〜
９
時
45
分　

講
演
・
午
前
10
時
〜

11
時
30
分　

▼
対
象
者
＝
０
歳
か
ら
６
歳
ま

▼
ビ
ル
マ
の
竪た

て
ご
と琴

＝
竹
山
道
雄　

90
分
４
本

▼
言い

い
つ
た
え伝

て
鍋な

べ

＝
池
部
良　

90
分
３
本
・
60
分

１
本　

▼
死
ぬ
た
め
の
生
き
方
＝
新
潮
45
編

集
部
編　

90
分
５
本　

60
分
１
本　

▼
対
象

者
＝
視
覚
障
害
者
、
寝
た
き
り
の
人
、
視
力

の
落
ち
た
高
齢
者
の
人
な
ど
。
テ
ー
プ
は
市

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
貸
し
出
し
て
お
り
ま

す
（
無
料
）

■
問
い
合
わ
せ

　

野
ば
ら
の
会　

小
薬 　

TEL
　

22
　

４
３
６
９

▼
日
時
＝
１
月
21
日
（
土
）
午
後
２
時
〜

▼
場
所
＝
中
央
図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

▼
内
容
＝
絵
本
『
し
ろ
く
ま
く
ん
な
に
が
き

こ
え
る
？
』　

紙
芝
居
『
み
て
て
ね
み
て
て

ね
』
ほ
か

■
問
い
合
わ
せ

　

野
ば
ら
の
会　

小
薬 　

TEL
　

22
　

４
３
６
９

▼
日
時
＝
１
月
26
日
（
木
）　

午
前
10
時
30

分
〜　

▼
場
所
＝
い
ず
み
保
育
園　

▼
対
象

＝
０
歳
〜
４
歳
の
子
ど
も
と
保
護
者　

▼
内

容
＝
絵
本
『
４
ひ
き
の
さ
む
い
ふ
ゆ
』『
て

ぶ
く
ろ
』

■
問
い
合
わ
せ　

未
来
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

　

栗
原　

TEL
　

24
　

８
０
７
０

▼
日
時
＝
１
月
18
日
（
水
）　

受
付
・
午
後

１
時
30
分
／
開
演
・
１
時
45
分
／
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
柳
田
氏
に
よ
る
マ
ジ
ッ
ク
・
３
時
10

分　

▼
演
題
＝
『
癌
の
発
見
に
つ
く
し
た
石

川
博
士
の
人
間
像
』　

▼
講
師
＝
舘
野
義
久

先
生　

▼
場
所
＝
県
西
合
同
庁
舎
分
庁
舎
２

階　

▼
人
数
＝
先
着
45
人　

▼
入
場
＝
無
料

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

県
西
地
方
明
日
の
地
域
づ
く
り
委
員
会　

　

第
６
期
Ｏ
Ｂ
会　

代
表　

野
口
武
男

　

TEL
　

22
　

４
６
９
７

▼
日
時
＝
１
月
25
日
（
水
）
〜
29
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
５
時　

▼
場
所
＝
ギ
ャ
ラ

リ
ー
お
っ
こ
の
室
（
大
町
）
▼
入
場
＝
無
料

■
問
い
合
わ
せ

　

向
田　

TEL
　

22
　

２
８
４
８

▼
日
時
＝
１
月
29
日
（
日
）　

▼
場
所
＝
千

妙
寺
（
黒
子
地
内
）　

▼
内
容
＝
午
前
の
部

護
摩
祈
祷
・
午
前
10
時
20
分
〜　

豆
ま
き
・

午
前
11
時
〜
（
幼
稚
園
児
等
）
／
午
後
の
部

護
摩
祈
祷
・
午
後
12
時
30
分
〜　

豆
ま
き
・

午
後
１
時
〜
（
年
男
・
厄
年
等
）
／
そ
の
他

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
午
前
10
時
〜　

け
ん

ち
ん
汁
配
布
・
午
前
11
時
〜　

＊
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
『
和
太
鼓
』『
よ
さ
こ
い
ソ
ー

ラ
ン
踊
り
』
等
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

豆
ま
き
参
加
者
募
集

▼
対
象
＝
年
男
、
厄
年
、
十
三
参
り
の
人　

▼
申
し
込
み
＝
１
月
15
日
（
日
）
ま
で
に
、

黒
子
地
区
各
自
治
会
長
又
は
実
行
委
員
へ
。

▼
参
加
費
＝
年
男
、
厄
年
は
２
，０
０
０
円

十
三
参
り
は
１
，０
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ

　

黒
子
ま
ち
・
節
分
祭
実
行
委
員
会

　

松
本
紀
生　

TEL
　

37
　

２
２
６
７

　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
申
込
受
付

　

齋
藤
優　
　

TEL
　

37
　

２
７
７
２

　

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
の

た
め
の
施
策
に
つ
い
て
、
調
査
・
検
討
す
る

た
め
『
筑
西
市
男
女
共
同
参
画
審
議
準
備
委

員
会
』
を
設
置
し
ま
す
。
広
く
市
民
か
ら
意

見
を
い
た
だ
く
た
め
、
審
議
準
備
委
員
会
委

員
を
募
集
し
ま
す
。
男
女
共
同
参
画
の
推
進

に
積
極
的
な
意
見
や
関
心
を
お
持
ち
の
人
の

応
募
を
お
待
ち
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格
＝
市
内
在
住
で
20
歳
以
上
（
申

込
時
）
の
人　

▼
募
集
人
員
＝
５
名　

▼
任

期
＝
条
例
の
規
定
に
基
づ
く
審
議
会
が
設
置

さ
れ
る
ま
で
の
期
間　

▼
役
割
＝
男
女
共
同

参
画
審
議
準
備
委
員
会
で
意
見
を
述
べ
て
い

た
だ
き
ま
す
。　

▼
応
募
方
法
＝
所
定
の
応2

募
用
紙

2

2

2

に
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・

電
話
番
号
・
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
の
ご

意
見
（
４
０
０
字
程
度
）
を
記
入
し
て
、
直

接
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
に
て
１
月
31
日
（
火
）
ま
で
に
。

　

＊
応
募
用
紙
は
、
男
女
共
同
参
画
課
（
ア

ル
テ
リ
オ
２
階
）、
各
支
所
総
務
課
に
あ
り

え
ほ
ん
と
ふ
れ
あ
い
会

朗
読
テ
ー
プ

読
み
が
た
り

講
演
会
を
開
催

黒
子
ま
ち
・
節
分
祭

男
女
共
同
参
画
審
議
準
備
委
員
会

委
員
の
募
集

＝
下
館
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ

子
育
て
講
演
会
参
加
者
募
集

『
私
の
好
き
な
ア
ン
グ
ル
』
写
真
展

２
月
企
画
あ
そ
び
参
加
者
募
集



11

０
０
０
円
／
大
樹
の
会
様　

３
０
，０
０
０

円
／
㈱
マ
マ
ダ
コ
ー
キ
様　

囲
碁
・
将
棋
盤

立
て
掛
け
台
／
関
舘
な
か
よ
し
会
様　

雑
巾

96
枚
・
切
り
花
１
束
／
㈲
オ
ノ
ザ
キ
タ
オ
ル

様　

紙
オ
ム
ツ
１
８
０
枚
／
㈱
ナ
カ
ザ
ワ
様

タ
オ
ル
１
０
０
本
／
㈱
マ
ツ
モ
ト
キ
ヨ
シ
下

館
玉
戸
店
様　

紙
オ
ム
ツ　

１
箱
（
20
入
）

▼
こ
と
ぶ
き
荘
老
人
ホ
ー
ム
へ
＝
古
奈
陽
様

（
桜
町
）　

米
・
サ
ラ
ダ
油
・
味
の
素　

▼
市

民
病
院
へ
＝
㈲
オ
ノ
ザ
キ
タ
オ
ル
様　

衣
類

80
着

で
の
子
ど
も
と
保
護
者　

▼
講
師
＝
茨
城
県

筑
西
児
童
相
談
所
長　

揚
石
広
行
先
生　

▼

参
加
費
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
１
月
16
日

（
月
）
午
前
９
時
か
ら　

▼
募
集
人
員
＝
先

着
30
組　

＊
託
児
希
望
の
人
は
申
し
込
み
時

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み　

　

下
館
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

TEL
　

25
　

３
１
４
１

　
▼
募
集
人
員
＝
40
名　

▼
修
業
年
限
＝
２
か

年　

▼
受
験
資
格
＝
中
学
校
卒
業
以
上
の
人

▼
出
願
資
格
＝
平
成
18
年
２
月
１
日
（
水
）

〜
２
月
10
日
（
金
）　

▼
試
験
日
及
び
試
験

科
目　

①
２
月
17
日
（
金
）
国
語
・
数
学
・

作
文　

②
２
月
19
日
（
日
）
面
接　

▼
試
験

会
場
＝
真
壁
郡
市
医
師
会
准
看
護
学
院　

筑

西
市
二
木
成
８
２
７

１（
下
館
税
務
署
裏
）

■
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求

　

真
壁
郡
市
医
師
会
准
看
護
学
院
募
集
要
項

　

係　

TEL
　

22
　

７
７
０
２

　

法
律
・
人
権
・
行
政
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
費
用
＝
無
料　

▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
人

【
法
律
相
談
】

▼
日
時
＝
１
月
26
日
（
木
）
午
後
１
時
〜
３

時　

▼
場
所
＝
市
民
会
館
１
階
会
議
室　

▼

相
談
人
数
＝
先
着
８
人　

▼
相
談
員
＝
弁
護

士　

▼
申
し
込
み
＝
事
前
予
約
要
。
１
月
16

日
（
月
）
の
午
前
９
時
か
ら
市
広
報
広
聴
課

広
聴
係
へ
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。　

【
人
権
相
談
】

▼
日
時
・
会
場
＝
１
月
10
日
（
火
）
午
前
10

時
〜
正
午　

明
野
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
／
１

月
26
日
（
木
）
午
後
１
時
〜
３
時　

市
民
会

館
１
階
会
議
室　

▼
相
談
員
＝
人
権
擁
護
委

員
（
法
務
大
臣
委
嘱
）

【
行
政
相
談
】

▼
日
時
・
会
場
＝
１
月
10
日
（
火
）
午
前
10

時
〜
正
午　

明
野
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
／
１

月
11
日
（
水
）　

午
前
10
時
〜
正
午　

協
和

公
民
館
総
合
ホ
ー
ル
／
１
月
26
日
（
木
）
午

後
１
時
〜
３
時　

市
民
会
館
１
階
会
議
室

▼
相
談
員
＝
行
政
相
談
委
員
（
総
務
大
臣
委

嘱
）
＊
人
権
・
行
政
相
談
の
事
前
申
し
込
み

は
不
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

市
広
報
広
聴
課
広
聴
係

　

内
線　

２
０
０
・
２
０
１

【
寄
付
金
】　

▼
福
祉
事
業
基
金
へ
＝
J
A

北
つ
く
ば
資
産
管
理
部
会
様　

２
５
，

５
３
０
円
／
東
日
本
カ
ラ
オ
ケ
下
館
支
部

一
同
様　

１
７
，７
０
０
円　

▼
文
化
振
興

基
金
へ
＝
大
塚
好
雄
様
（
岡
芹
）　

５
０
，

０
０
０
円　

【
善
意
銀
行
】　

▼
社
会
福
祉
協
議
会
へ
＝

五
所
地
区
文
化
祭
実
行
委
員
会
様　

１
２
，

４
５
８
円
／
交
通
安
全
母
の
会
竹
島
分
会

様
３
，２
５
６
円
／
匿
名　

３
，０
０
０

円
／
下
館
ゴ
ル
フ
友
の
会
様　

１
０
０
，

０
０
０
円
／
結
城
信
用
金
庫
下
館
一
心
会

様　

１
３
３
，０
４
１
円
／
筑
西
市
地
域

女
性
団
体
連
絡
会
下
館
支
部
様　

５
０
，

０
０
０
円
／
観
音
川
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
様

　

２
６
５
，３
７
３
円
／
同
友
ク
ラ
ブ
様　

１
０
５
，３
８
６
円
／
川
味
敏
伸
様
（
井

上
）
１
０
０
，０
０
０
円
／
㈱
広
沢
製
作
所

様　

１
０
３
，４
０
０
円
／
関
舘
な
か
よ
し

会
様　

３
５
，０
０
０
円
／
新
宿
の
母
・
栗

原
す
み
子
様　

１
２
７
，６
０
３
円
／
ゆ
う

き
動
物
病
院
様　

５
，０
０
０
円
／
匿
名

６
８
，０
０
９
円
／
野
沢
れ
い
子
様
（
関

本
上
）
２
０
，０
０
０
円
／
新
治
女
性
会

様  

２
０
，０
０
０
円
／
小
栗
女
性
会
様　

１
０
，０
０
０
円
／
古
里
女
性
会
様　

１
０
，

０
０
０
円
／
下
館
法
人
会
下
館
地
区
女
性
部

会
様　

７
１
，７
０
０
円
／
Ｊ
Ａ
北
つ
く
ば

関
城
支
所
様　

１
３
，４
７
５
円
／
協
和
地

区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
工
芸
部
様　

５
０
，

18
年
度
真
壁
郡
市
医
師
会
准
看
護

学
院
一
般
入
試
一
次
募
集

生
活
の
困
り
ご
と
相
談



万両の花は７～８月頃に咲き１２月頃から冬にかけ
て実が赤くなります。正月の縁起物に使われます。

　

鳥
羽
小
学
校
の
盲
導
犬
体
験
学
習

を
取
材
。
ケ
ン
ネ
ル
ス
タ
ッ
フ
に
よ

る
と
「
街
で
見
か
け
て
も
、
仕
事
中

の
盲
導
犬
に
無
闇
に
触
っ
た
り
せ
ず
、

温
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
も
し

困
っ
て
い
る
の
を
見
た
ら
、
飼
い
主

の
方
に
声
を
か
け
、
助
け
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
」
と
の
事
。
盲
導
犬
は
、

単
な
る
ペ
ッ
ト
で
は
な
く
、
視
覚
障

害
者
の
大
事
な
パ
ー
ト
ナ
ー
。
皆
さ

ん
も
街
で
出
会
っ
た
ら
、
温
か
く
見

守
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。　
（
∞
）

編

集

後

記

　

12
月
の
中
頃
も
過
ぎ
た
寒
い
夜
、

取
材
で
武
道
館
に
出
向
く
と
、
少
年

少
女
が
足
早
に
道
場
に
駆
け
込
ん
で

い
く
。
中
で
は
先
生
の
か
け
声
の
も

と
に
稽
古
前
の
準
備
運
動
が
始
ま
っ

て
い
た
。
上
下
関
係
の
希
薄
さ
が
現

在
の
多
様
な
犯
罪
を
招
い
て
い
る
要

因
の
一
つ
と
い
う
。
し
っ
か
り
し
た

師
弟
関
係
で
結
ば
れ
た
子
ど
も
た
ち

を
眺
め
、
背
を
丸
め
分
厚
い
コ
ー
ト

に
身
を
包
ん
だ
自
分
の
心か

ら
だ

が
や
っ
と

暖
ま
っ
た
。（
も
）

人口＝男 56,149 人　女 57,120 人　計 113,269 人　世帯数＝ 35,103 世帯（平成 17 年 12 月１日現在・常住人口）
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